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東
日
本
に
お
け
る
天
妃
信
仰
の
伝
擦

ー
東
北
地
方
に
残
る
道
教
的
借
仰
の
調
査
報
告

i

v:l 

2う1

き

し

道
教
の
悶
本
伝
来
を
め
ぐ
る
問
鱒
は
大
正
の
末
期
以
来
今
自
ま
で
黒
板
・

饗
不
小
郡
・
那
渡
氏
等
の
賭
先
尚
子
に
よ
っ
て
議
ぜ
ら
九
内
に
異
論
を
蔵
し
な

が
ら
も
古
代
日
本
に
お
け
る
道
教
借
来
の
輸
解
は
、
誌
H
A

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
る
に
韮
っ
た
の
で
あ
る
が
、
中
世
以
脱
押
に
伝
承
さ
れ
る
道
教
脅
仰
の

様
態
拡
つ
い
て
は
、
現
在
な
お
模
索
の
域
を
説
し
て
い
な
い
と
串
し
て
過
一
言
で

な
い
。
最
近
、
中
罷
の
民
間
道
教
研
究
の
立
場
か
ん
進
め
ら
れ
て
い
る
寵
欝
忠

i
O
L
 

氏
の
炭
申
信
仰
に
関
す
る
鰭
論
考
の
発
表
に
ょ
っ
百
瀬
く
こ
の
点
に
相
関
す
る

学
界
の
鑓
心
が
高
ま
り
、
か
っ
1
て
筆
者
も
そ
の
接
尾
院
付
し
て
、
我
が
菌
近

世
の
炭
申
議
仰
と
道
教
の
一
一
一
戸
巴
信
仰
と
の
思
想
的
調
連
を
辿
ち
つ
ミ
こ
の
問

題
に
卑
見
を
加
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
巧
そ
の
後
の
調
査
の
結

果
、
例
え
ば
下
北
半
島
の
天
妃
指
仰
、
津
軽
半
島
の
徐
福
議
仰
、
男
鹿
半
島
の

徐
揺
借
仰
及
が
漢
武
信
仰
な
ど
、
東
北
の
各
地
に
お
い
て
道
教
の
所
説
に
築
く

秋

観

峡

月

掃
種
々
の
民
間
信
仰
の
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
数
々
の
賓
料
ー
を
探
し
え
た
。

こ
れ
ら
の
信
仰
は
伺
れ
も
比
較
的
狭
少
な
地
域
に
お
け
る
特
殊
な
生
活
・
環
境

と
結
び
つ
い
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
お
り
、
炭
申
書
仰
の
如
、
き
普
通
的
な
普
及
‘

浸
透
を
去
し
て
い
な
い
が
、
静
し
そ
の
半
額
な
お
原
初
的
な
形
態
を
失
う
こ
と

な
く
信
え
て
い
る
だ
け
に
、
少
な
か
ら
ず
吾
々
の
興
味
を
引
く
も
の
が
あ
る
。

本
稿
は
先
の
喪
申
宿
泊
料
の
擁
護
に
引
続
い
て
天
妃
摺
仰
を
採
り
あ
げ
、
そ
の
東

日
本
に
お
け
る
伝
播
に
関
し
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
与
し
た
い
。

夫
妃
神
と
道
教
の
撲
部

こ
与
に
採
り
あ
げ
る
夫
妃
と
は
通
称
婿
担
と
も
呼
ぽ
れ
、
栄
代
以
来
、
東
ア

チ
ア
各
地
の
海
浜
地
帯
に
お
い
て
肥
ら
れ
、
官
民
の
探
い
書
仰
を
集
め
て
き
た

海
上
守
譲
の
女
神
で
あ
る
。
発
生
以
来
ほ
H
A

一
千
年
に
渡
っ
て
展
開
し
て
き
た

天
妃
神
の
倍
殺
に
関
す
る
緒
文
献
の
新
説
は
甚
だ
多
岐
に
一
立
っ
て
お
り
、
今
日

所
鶏
瀦
説
な
る
も
の
を
取
り
出
す
こ
と
に
は
額
る
国
難
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い

μ 
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が
、
試
み
に
清
の
鵡
績
が
天
妃
を
論
じ
て
冒
頭
に
纏
め
る
明
宋
張
費
の
「
東
西
洋

考
」
注
の
所
説
は
、
き
り
如
く
で
~
る
。

天
妃
甫
之
璃
制
捜
入
、
五
代
詩
、
間
都
巡
検
斡
麟
之
第
六
女
、
生
子
青
天
一
種

八
年
、
宋
擢
熊
四
年
二
月
一
一
十
九
百
化
去
、
後
嘗
衣
朱
往
来
海
上
、
恩
人
産

紀
之
、
官
一
和
実
卯
、
給
事
中
路
允
稽
使
高
麗
、
山
市
流
遇
員
、
地
市
対
皆
調
、
神
独

集
路
舟
樽
蒐
、
議
灘
、
特
賜
鱗
母
日
頼
済

こ
の
徽
宗
の
醐
酬
額
賜
与
に
統
い
て
高
京
が
霊
一
恵
夫
人
と
勅
封
し
て
よ
り
、
護
代

王
朝
の
蒋
刷
叩
刑
法
頗
る
車
く
、
屡
加
封
改
封
が
練
湛
え
き
れ
、
関
宗
で
は
護
恵

妃
、
元
初
に
は
夫
記
、
更
む
情
拐
に
至
っ
て
遂
に
天
后
と
贈
封
せ
ら
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。
一
所
謂
天
妃
の
呼
称
が
こ
の
元
-
初
紅
お
け
る
改
封
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
一
一
向
を
侯
た
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

斯
様
に
本
来
単
純
な
畏
関
の
窪
穏
に
灘
ぎ
な
っ
た
実
記
神
が
、
や
が
て
郷
土

持
と
な
ち
海
神
の
性
格
を
与
え
ら
れ
て
の
ち
、
間
家
的
な
努
持
へ
と
祭
の
上
げ

ら
れ
て
ゆ
く
持
戚
の
発
展
、
伝
承
の
変
還
に
つ
い
て
は
、
既
に
天
記
借
俸
の
発

展
遇
穫
を
論
じ
て
、
不
動
の
業
撲
を
樹
立
さ
れ
た
愛
宕
訟
邸
内
博
士
の
旧
作
「
天

記
考
い
及
び
数
年
来
天
妃
伝
承
の
接
関
に
関
す
る
一
連
の
潤
到
な
論
考
を
も
の

さ
れ
て
い
る
事
献
章
氏
の
鰭
議
文
に
よ
っ
て
ほ
勾
党
関
さ
れ
て
お
り
、
更
に
臆

を
架
す
る
喪
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
従
来
や
・
子
も
す
れ
ば
天
詑
者
仰
の
跨
覚
し

い
発
燥
に
あ
づ
か
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
た
道
教
需
仰
と
の
提
携
の
関
係
が
見

逃
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
天
妃
を
道
教
神
と
し
て
取
扱
う
本
論
の
立
場
か
ら

も
、
特
に
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

天
妃
が
中
間
仁
お
け
る
所
謂
娘
々
指
仰
の
一
角
を
形
成
し
て
中
国
各
地
の
廟

.
観
・
笠
間
に
詑
ら
れ
て
き
き
て
い
る
こ
と
は
今
一
史
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
周
知

の
事
柄
で
あ
る
が
、
近
世
中
国
に
お
い
て
最
も
儀
勢
な
教
団
勢
力
を
誇
る
食
箕

道
教
の
中
心
叢
林
路
一
世
間
観
の
一
克
君
搬
に
天
貯
が
詑
ら
れ
て
い
る
事
実
は
、
現
行

議
暗
中
に
「
太
上
老
君
説
天
妃
救
苦
霊
験
経
」
一
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
L
共
に
、
今
日
天
妃
を
も
っ
て
選
教
地
刊
の
一
つ
に
数
え
あ
げ
る
こ
と
に
例
等

の
瞬
時
も
必
喪
と
し
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
と
一
拭
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
天

蛇
が
正
統
な
道
教
神
と
し
て
の
地
設
を
与
え
ら
れ
た
決
定
的
な
時
期
者
一
訴
す

「
太
上
老
君
説
天
妃
救
苦
霊
験
経
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
例
に
よ
っ
て
経
中

広
明
瞭
な
記
載
を
欠
い
て
い
る
が
、
経
中
に
附
与
さ
れ
て
い
る
実
紀
の
封
号
を

手
懸
り
と
し
て
推
せ
ば
大
体
現
朝
の
中
末
期
喋
と
見
散
し
う
る
よ
う
で
、
「
昭

憲
純
正
霊
応
挙
済
護
国
庇
民
妙
霊
昭
応
弘
仁
普
済
」
の
封
号
を
、
北
宋
末
に
下

さ
れ
る
「
腰
済
」
の
醐
酬
額
、
甫
宗
の
高
宗
よ
り
賜
る
「
霊
感
・
昭
応
」
の
封
号

以
来
、
清
朝
ま
で
に
鶏
与
さ
れ
る
数
十
磁
の
卦
号
民
挺
っ
て
年
代
比
定
を
試
み

る
な
ら
ば
、
ま
づ
一
初
め
て
「
護
関
」
の
封
号
を
賜
う
の
は
至
一
党
十
八
年
〈
一
一
一

入
一
〉
…
税
制
、
「
護
国
民
民
い
は
大
第
一
一
一
年
〈
一
二
九
九
〉
(
材
紙
、
穫
に
「
昭

憲
純
王
手
済
感
応
」
託
料
武
五
年
二
一
一
一
七
二
〉
正
丹
の
賜
与
(
医
協
号
、

「
昭
応
徳
正
霊
応
学
済
」
は
開
じ
く
洪
武
七
年
(
二
一
一
七
四
〉
の
賜
与
に
か
を
与

え

竹

講

習

、

ま

士

宮

庇

号

盤

昭

応

弘

〈

宏

)

仁

特

警

は

永

楽

七
年
(
一
四

O
九
〉
正
月
の
賜
与
に
主
る
封
号
で
あ
る
(
一
古
河
こ
の
織
に
見

て
く
る
な
ら
ば
故
経
の
成
立
は
一
車
永
楽
五
年
以
降
の
こ
と
L

見
定
め
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。
径
し
其
の
後
の
天
蛇
加
封
の
史
実
は
農
照
二
十
一
一
一
年
(
一
六
八

回
〉
広
蓋
る
ま
で
見
出
し
え
ず
、
間
諜
な
観
点
か
ら
其
の
下
限
を
求
め
る
こ
と

に
は
誕
の
ぺ
考
資
料
に
甚
だ
乏
し
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
決
し
て

史
料
の
税
務
に
よ
る
の
で
は
な
い
よ
う
で
、
愛
宕
博
士
が
上
握
論
文
に
お
い
て



陸
康
志
年
〈
一
五
七
一
)
以
降
種
か
数
年
間
に
於
る
極
め
て
例
外
的
な
一
場
舎

を
除
き
、
海
運
は
遂
に
間
関
代
犯
は
復
活
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
此
構
勢
が
其

ま
と
摺
朝
広
則
引
き
つ
が
れ
、
以
て
道
光
年
間
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
務
漂
の
守
護

神
と
し
て
の
天
妃
が
永
楽
以
来
、
氷
く
史
上
か
ら
糖
滅
す
る
の
は
止
む
を
得
な
い

事
柄
で
あ
ろ
う
」
と
云
わ
れ
る
状
勢
の
当
然
の
結
果
に
議
ぎ
な
い
し
、
部
う
る

に
清
朝
最
拐
の
如
封
が
行
わ
れ
る
康
額
一
一
十
一
一
一
年
の
「
顕
応
仁
懇
」
の
封
号
は

骸
経
中
広
登
く
見
出
さ
れ
ぬ
新
し
い
も
の
で
あ
れ
J

、
且
つ
夫
妃
が
天
脂
へ
と
普

軒
さ
れ
る
の
も
こ
の
歳
で
あ
る
事
実
を
考
悪
す
る
な
ら
ば
「
太
上
老
君
天
妃
教

苦
霊
験
経
」
の
成
立
の
下
眼
は
、
農
照
一
一
十
一
一
一
年
以
後
に
降
る
こ
と
は
ま
づ
考

え
持
な
い
し
、
後
述
の
如
き
天
妃
伝
承
に
対
す
る
道
教
的
潤
館
の
進
展
状
況
か

ら
推
し
て
も
、
永
楽
よ
り
藤
原
ま
で
即
ち
明
代
の
中
期
よ
り
末
期
に
至
る
間
と

考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
経
典
の
成
立
に
よ
っ
て
正
統
な
る
道
教
神
の
系
譜
に
漉
な

る
こ
と
ふ
な
る
天
妃
の
神
格
の
変
化
は
、
必
ず
し
も
明
代
に
筆
っ
て
突
然
拡
現

れ
る
の
で
は
な
く
、
平
く
も
一
克
の
歪
順
一
一
年
〈
一
一
一
一
一
一
一
二
に
記
さ
れ
て
い
る

柳
持
制
薬
品
十
)
の
「
勅
賜
天
蛇
廟
新
祭
器
記
」
に
は

潜
神
之
貴
蛇
日
天
妃
・
天
妃
有
事
於
務
者
之
胃
命
也

と
見
え
、
天
蛇
が
船
乗
り
の
司
命
持
と
し
て
の
神
格
を
隙
与
さ
れ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
の
は
、
天
妃
の
道
教
的
領
斜
の
最
初
の
徴
候
と
見
散
し
え
よ
う
。
更

に
元
末
の
歪
正
七
年
(
二
一
一
同
七
)
海
道
万
戸
玉
敬
方
の
撰
す
る
「
襲
封
水
仙

記
」
に
は
、
当
時
永
嘉
地
方
の
水
位
と
し
て
地
方
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
講
氏

兄
弟
・
務
氏
・
了
氏
の
思
神
仙
に
つ
い
て

若
水
泊
五
人
、
突
天
妃
股
肱
、
漕
舟
司
命
也
、
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(
中
略
)
並
居
永
嘉
茅
竹

虫
、
廟
在
溝
、
故
称
茅
竹
水
仙
去
、
具
永
嘉
志

と
述
べ
て
お
り
、
既
に
天
妃
が
こ
れ
ら
茅
竹
患
の
五
水
仙
を
配
下
に
収
め
、
自

か
ら
茅
竹
水
位
覇
の
主
一
神
の
地
誌
を
・
占
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
然

る
に
李
認
の
「
続
県
郡
志
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
水
位
罰
則
も

東
膜
下
・
有
茅
竹
水
仙
拐
、
洪
武
二
十
四
年
煉
静
玄
妙
観

と
去
わ
れ
、
洪
武
ニ
十
四
年
ご
一
一
一
丸
一
)
に
歪
っ
て
玄
妙
鰹
に
嬬
併
さ
れ
た

こ
と
を
記
し
て
お
り
、
茅
竹
水
伯
椅
の
祭
神
が
既
に
道
教
神
的
な
性
絡
を
錆
え

て
い
た
事
実
を
暗
示
す
る
と
a
A

も
に
、
道
教
々
団
に
よ
る
民
間
諸
神
抱
摂
の
動

き
が
間
関
初
に
判
的
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

き
て
、
斯
様
な
天
妃
の
神
格
の
道
教
的
な
領
斜
が
進
践
す
る
の
に
伴
っ
て
、

夫
妃
伝
承
の
中
に
見
出
さ
れ
る
作
為
的
な
道
教
的
構
飾
も
・
次
第
に
括
溌
と
な
っ

て
お
り
、
明
中
期
の
睦
探
(
子
関
)
の
撰
す
る
「
金
棄
紀
開
い
に
は

天
蛇
官
、
江
准
関
浜
務
多
有
之
、
其
持
為
女
子
三
人
、
俗
伝
神
姓
林
氏
、
滋

実
以
為
譲
繁
一
一
一
女
、

と
見
え
、
か
つ
て
「
南
栄
の
初
、
単
な
る
翠
患
で
あ
っ
た
天
把
は
や
が
て
神
女

・
明
神
と
称
せ
ら
れ
竜
女
・
竜
穫
と
瞳
低
せ
ら
れ
つ
ヘ
鰐
ら
帝
国
の
林
氏
の

女
と
な
り
、
議
紘
一
克
代
末
期
に
至
っ
て
都
巡
祢
某
の
挙
女
に
変
り
」
き
た
っ
た

天
妃
を
、
来
代
の
代
袈
的
な
道
士
で
あ
り
、
徽
宗
の
借
告
を
え
た
林
霊
棄
に
附

会
し
、
そ
の
一
一
一
女
に
仮
託
す
る
伝
承
が
江
需
に
琉
害
し
て
い
た
こ
と
金
品
物
語
っ

て
い
る
。
ま
た
天
妃
が
か
つ
て
道
士
に
つ
い
て
教
を
受
け
種
々
の
霊
験
神
異
を

現
す
に
軍
つ
て
の
ち
昇
天
神
化
す
る
と
去
う
滑
民
に
お
い
て
普
趨
北
き
れ
る
伝

承
も
、
既
花
明
米
に
は
成
立
し
て
い
る
も
の
L

ょ
う
で
、
「
重
修
天
妃
験
軍
一
録
」

所
収
の
天
蛇
髄
韓
本
怯
中
に
は
衣
の
如
く
物
語
ら
れ
て
い
る
。
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(

天

妃

〉

生

来

其

家

、

妃

楽

捨

之

、

道

1
1

E
若
旦
仏
性
、
応
得
渡
人
正
果
、
及
捜
妃
玄
微
秘
法
、
妃
愛
之
態
梧
諸
喪

典
、
十
六
様
、
窺
井
持
符
、
逆
霊
通
旋
化
、
駆
邪
教
世
、
震
顕
神
異
、
常
期
滞

一
諜
飛
潜
大
海
、
衆
号
日
連
賢
霊
女
、
越
十
一
一
載
、
成
道
由
日
飛
昇

と
こ
ろ
で
、
こ
-A

に
現
れ
る
自
白
飛
昇
の
臨
聞
は
一
試
詣
も
な
く
遊
教
に
お
け
る
組

化
を
示
す
言
葉
で
あ
れ
ツ
、
天
妃
が
神
仙
の
取
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
明
証

と
し
て
こ
の
場
合
見
逃
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
天
妃
の
終
藷

・
位
化
に
関
す
る
道
教
的
立
襲
現
は
聞
拘
束
よ
り
滑
に
か
け
て
一
般
化
さ
れ
て
お

ち
、
餅
え
ば
同
じ
く
由
民
飛
昇
の
援
が
油
開
初
の
「
夫
君
聖
母
聖
跡
闘
志
L

そ
の

他
に
引
継
が
れ
る
外
、
「
万
一
蹄
泉
純
府
悲
」
(
軒
総
)
、
「
万
鰐
輿
化
府
志
補
遺
」

(
峨
)
、
前
掲
張
場
一
の
「
東
西
洋
改
L

な
ど
ち
は
昇
化
の
簡
が
見
出
き
れ
、
更
に

昇
軍
人
の
語
も
護
用
さ
れ
た
よ
う
で
、
宝
永
…
…
一
年
〈
一
七

O
六
〉
吾
が
簡
に
お
い

て
撰
さ
れ
て
い
る
「
大
日
本
罷
鱗
茜
薩
離
州
競
熊
山
碑
銘
い
に
お
い
て
認
め
ら

鎚

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

録
上
の
お
く
天
妃
神
の
道
教
的
額
斜
並
び
拡
天
妃
伝
承
に
対
す
る
道
教
的
調

鰯
の
麗
史
的
な
経
過
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
蛇
神
が
明
の
中
末
期
顎
に
道

教
の
正
統
梓
と
し
て
の
地
位
・
守
護
得
せ
る
こ
と
、
市
し
て
そ
の
地
位
を
保
証
す

る
「
太
上
者
君
説
天
蛇
救
背
霊
験
経
」
に
お
い
て
天
妃
は
還
に
天
界
或
は
人
界

広
遊
び
、
波
涛
井
び
に
地
府
に
遍
在
し
て
変
出
為
福
・
賜
福
消
災
を
掌
る
道
教

の
可
命
海
神
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ち
う
る
が
、
天
妃
が
現
実
に
提

・
有
せ
る
京
教
的
権
威
一
は
単
に
斯
か
る
一
篇
の
経
典
的
V

出
現
に
ょ
っ

fw一
挙
に
形

成
さ
れ
る
践
の
も
の
唱
は
な
く
、
発
生
以
来
中
盟
社
会
に
お
け
る
民
間
指
仰
の

道
教
的
立
臨
流
の
中
で
変
饗
さ
れ
、
適
応
せ
し
め
ら
れ
つ
ふ
辿
っ
て
き
た
道
教

的
額
料
の
到
達
す
べ
き
最
後
の
帰
結
と
見
倣
し
え
よ
う
。
こ
の
様
に
天
妃
神
の

道
教
的
性
格
が
天
妃
借
仰
の
発
撲
に
停
っ
て
衣
第
に
探
ま
っ
て
ゆ
く
事
実
は
、

両
者
の
結
び
附
き
が
天
妃
措
仰
の
自
覚
し
い
発
践
に
と
っ
て
不
可
欠
の
契
機
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
一
訴
す
も
の
で
あ
ち
、
天
妃
神
の
道
教
的
な
発
換
を
抜
き
に

し
て
天
妃
帯
仰
を
論
じ
え
主
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
、
天
蛇
を

道
教
神
と
規
定
す
る
本
論
の
立
場
は
、
斯
か
る
見
解
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と

を
鵠
明
し
て
本
論
位
進
み
た
い
。
本
節
は
愛
宕
博
士
及
び
李
献
章
氏
の
前
揚
論

考
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
記
し
て
謝
意
を
現
し
て
お
く
。

営
陸
の
天
妃
信
仰

設
が
舗
に
お
け
る
天
妃
信
仰
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
既
に
予
想
外
の
広
況
な

普
及
を
訳
し
て
い
た
も
の
L
ょ
う
で
、
当
時
の
髄
筆
・
地
誌
・
綾
越
の
類
に
し

て
天
妃
に
関
す
る
記
述
を
な
す
も
の
が
少
く
な
い
。
日
本
伝
来
の
勢
頭
を
鱒
る

議
離
娘
婿
山
へ
の
伝
撞
の
機
縁
に
関
し
て
も
、
棲
冠
の
掠
奪
に
な
る
夫
先
像
の

祭
柁
に
関
縁
づ
け
る
「
堪
尻
」

(
4
J
、
夫
記
神
体
(
橡
)
の
漂
着
に
そ
の
発

端
を
求
め
る
「
大
日
本
国
鎮
西
礎
摩
州
娘
婿
山
碑
銘
」
及
び
そ
の
系
統
合
引
く

「
長
一
時
夜
話
箪
」
(
J
J

、
或
は
油
精
化
麿
人
の
尊
翠
に
接
見
叫
し
め
る
「
娘
嬬
山

碑
銘
寄
進
状
附
録
L

な
ど
の
豊
富
な
記
述
を
見
出
し
う
る
。
こ
れ
ら
縁
起
の
真

一
合
は
兎
角
と
し
て
、
天
妃
信
抑
九
州
一
円
の
要
津
に
定
着
す
る
契
機
は
甑
ね
こ

の
識
な
国
績
に
よ
る
も
の
と
想
定
し
て
塾
支
あ
る
ま
い
。
こ
の
は
か
長
崎
の
天

妃
借
抑
に
つ
い
て
獄
中
一
川
遊
祐
撲
の
「
逮
碧
軒
記
」
(
謙
抑
)
は

農
人
の
舟
の
守
護
持
は
夫
妃
菩
薩
と
一
お
ふ
。
(
中
略
)
長
崎
に
で
欝
京
寺
に

(
中
略
)
安
置
し
牛
践
を
そ
な
え
て
菩
薩
祭
り
を
執
行
ふ
な
り
。
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と
紹
介
し
、
天
野
帯
景
擬
の
「
権
長
」
(
唯
一
り
も
ま
た

長
崎
へ
ま
か
り
て
異
揖
入
の
め
つ
ら
か
な
る
を
多
く
見
は
へ
り
し
清
人
の
船

に
入
り
見
侍
べ
り
し
が
船
主
の
鹿
と
お
ぼ
し
き
所
に
天
妃
を
安
置
し
排
携
を

懸
た
り

と
書
き
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
九
州
の
饗
津
に
訳
わ
る
天
妃
信
仰
、
或
は
蝦
開
港

す
る
清
人
船
乗
り
の
物
静
し
い
天
妃
祭
詑
の
慰
問
習
が
旗
客
・
文
人
の
見
聞
談
合
}

通
じ
て
喧
伝
さ
れ
た
こ
と
も
、
天
妃
措
仰
の
依
播
に
与
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
役
鱒

を
果
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
斯
く
の
如
き
天
妃
信
停
の
東
日
本
へ

の
伝
議
は
予
諒
外
に
念
速
に
進
展
し
た
も
の
L
ょ
う
で
、
高
罰
興
情
の
「
訟

展
筆
記
」
(
唯
一
八
)
に
は

四
国
に
て
水
天
宮
と
称
し
天
妃
を
無
る
は
漢
土
の
持
な
り
〈
中
略
〉
常
建
水

戸
の
浦
辺
に
熱
々
天
妃
の
宮
あ
る
は
茜
山
黄
門
(
吟
官
民
)
の
祭
給
い
し
な
る

べ
し
、
今
筑
後
に
水
天
宮
と
て
墾
畿
の
宮
あ
り
、
久
藷
米
震
の
非
羽
わ
邸
に

も
祭
り
て
毎
月
五
誌
を
繰
自
と
し
虎
門
外
の
丸
亀
棋
の
邸
中
な
る
讃
岐
金
毘

羅
権
現
の
醤
月
十
日
の
縁
日
粍
抗
鋳
し
て
動
舘
の
男
女
老
少
幾
千
人
と
い
ふ

隈
り
を
し
ら
ず

と
伝
え
て
お
り
、
天
妃
居
間
仰
は
卒
く
も
紅
一
戸
時
代
の
初
期
に
お
い
て
、
既
に
大

名
の
苧
を
溜
じ
て
関
東
に
勧
識
さ
れ
、
江
戸
の
市
中
拡
あ
っ
て
金
毘
羅
権
混
と

そ
の
霊
験
を
競
う
ま
で

ι庶
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
与
に
五
う
水
戸
の
浦
辺
の
天
妃
官
と
は
蕗
島
灘
犯
臨
む
一
一
つ

の
天
記
拘
を
指
す
も
の
ふ
ょ
う
で
、
新
編
常
盤
国
誌
(
巻
上
)
麗
島
郡
の
条
に

は
磯
浜
の
祝
町
及
が
磯
京
村
広
夫
妃
神
社
の
あ
る
こ
と
を
記
し
、
更
に
祝
町
の

天
妃
山
鋳
祖
権
現
を
特
記
し
、
「
情
傑
紀
聞
い
及
び
「
華
夷
通
商
考
」
に
挺
つ

て
天
妃
の
縁
程
・
盤
験
を
讃
え
た
の
ち
に
磯
誤
志
を
引
き

此
持
持
昌
山
開
基
心
結
禅
師
持
来
ル
ヲ
、
一
冗
棒
コ
一
年
庚
午
四
月
六
目
先
君
義

公
綱
祭
ナ
サ
レ
、
海
上
回
開
波
ノ
難
ヲ
救
玉
フ
神
也
。
故
漁
者
懇
借
持
ス

と
述
べ
、
ま
た
磯
脚
部
の
天
妃
山
権
現
に
つ
い
て
も

社
山
五
大
丈
、
掘
り
一
一
一
需
許
、
薪
然
ト

γ
テ
沙
漠
広
特
立
し
、
翠
思
峨
々
ト

ジ
テ
上
-
一
方
松
ア
リ
、
(
中
略
)
古
ハ
薬
師
如
来
ヲ
安
ス
、
党
禄
一
一
一
年
庚

午
、
鴎
山
公
命
ジ
テ
之
ヲ
村
中
栓
林
寺
叫
一
移
ツ
、
明
ノ
沙
門
心
越
カ
携
へ
来

ル
天
妃
神
ヲ
以
テ
之
ニ
代
フ
〈
中
略
)
別
当
行
蔵
院
ハ
長
呑
村
大
先
達
、
密

議
設
ノ
末
寺
ニ
ジ
テ
修
験
タ
リ

と
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
与
に
記
さ
れ
る
心
継
と
は
入
も
知
る
・
如
く
廷

宝
五
年
拡
来
朝
せ
る
明
の
禅
掃
で
あ
っ
て
、
光
閣
の
婦
依
を
受
け
て
水
戸
に
住

み
、
薄
高
山
慧
闘
中
割
引
を
開
い
て
い
る
。
た
ぽ
禅
師
と
は
い
え
心
越
は
延
宝
五
年

に
通
称
関
帝
経
と
呼
ば
れ
る
道
教
経
典
「
関
取
一
帝
君
覚
世
真
経
い
を
印
施
し
て

い
る
事
実
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
末
震
棲
謙
宏
に
始
ま
る
道
仏
融
和
の

額
肉
を
有
す
る
糞
難
禅
に
躍
す
る
人
で
あ
り
、
彼
の
天
妃
将
来
の
事
逃
も
ま
た

擬
様
な
思
想
的
立
場
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
課
り
あ
る
ま
い
。

き
て
、
磯
浜
磯
原
時
夫
妃
椅
の
建
立
年
代
拡
つ
い
て
、
薪
加
柵
常
陸
国
誌
は
南

紀
が
同
じ
く
一
冗
隷
三
年
に
建
立
さ
れ
た
如
く
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
第
わ

し
く
、
儲
か
十
一
了
一
一
ー
一
患
を
橋
て
る
浜
続
き
の
土
地
に
持
を
向
じ
く
し
て
両
横

が
建
立
さ
れ
る
必
然
的
な
理
由
を
見
出
し
難
い
ば
か
り
で
な
く
、
共
に
心
舘
持

参
の
天
妃
持
像
を
詑
っ
た
と
述
べ
て
い
る
点
に
も
其
の
ま
a
A

需
じ
難
い
も
の
も
み

あ
る
こ
と
を
感
ぜ
し
め
る
。
果
し
て
今
関
磯
票
天
妃
禍
の
市
別
当
一
行
義
龍
に
残

る
古
文
審
に
は
そ
れ
と
異
な
る
記
録
が
見
出
さ
れ
、
当
社
を
元
禄
一
一
一
年
七
月
一
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十
六
日
、
機
訴
の
そ
れ
を
二
年
躍
ら
せ
て
先
掠
五
年
三
月
の
難
立
と
記
し
、
後

者
建
立
の
理
由
を
説
明
し
て
え
義
公
〉
当
社
の
作
り
形
、
御
祭
り
、
器
級
制
皆

和
習
に
あ
ら
ざ
れ
ば
末
の
世
に
あ
や
ま
り
て
只
こ
の
一
社
の
み
に
て
は
法
を
と

る
所
な
し
と
て
深
く
謀
ら
せ
玉
ゐ
再
び
仲
の
港
の
社
を
立
て
夫
総
鱒
祖
持
と
串

て
当
社
の
斜
影
を
称
さ
ぜ
玉
ふ
て
一
一
の
宮
と
な
し
手
え
り
諒
一
語
」
と
記
述

し
て
い
る
の
を
見
る
。
併
し
白
か
ら
を
渡
梅
第
一
宮
と
称
し
、
磯
浜
の
天
蛇
神

社
を
第
二
宮
と
な
ず
こ
の
記
録
は
、
寛
政
初
年
に
お
け
る
磯
原
夫
妃
穣
現
の
造

営
費
財
募
集
趣
意
書
の
一
部
で
あ
り
、
当
持
再
調
が
互
に
神
典
・
霊
験
を
競
う

立
場
に
お
か
れ
て
い
た
と
見
散
さ
れ
る
だ
け
に
侠
拡
借
乙
難
い
要
素
も
あ
号
、

磯
原
の
天
蛇
桐
が
募
財
に
当
っ
て
自
社
の
縁
起
の
蜜
位
を
主
張
せ
ん
と
す
る
作

意
の
跡
を
窺
わ
し
め
る
も
の
も
あ
る
が
、
併
し
磯
露
天
蛇
判
例
の
建
立
年
代
に
関

す
る
限
り
、
今
日
捗
讃
し
う
る
資
料
は
荷
れ
も
先
棒
一
一
一
年
七
月
二
十
六
日
に
懸

け
て
錯
誤
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
点
か
ら
推
し
て
も
、
信
頼
し
て
操
与
え
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
実
地
踏
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
新
鱒
常
陸
関
誌
に
記
す
天
妃
絹
は

一
一
つ
な
が
ら
現
存
し
て
お
り
、
議
浜
の
ガ
は
今
昌
大
貫
と
越
の
一
部
を
A
M
Q

許
せ

る
大
洗
封
の
祝
町
に
在
り
、
那
珂
川
と
澗
沼
山
の
合
流
し
て
漉
島
灘
に
注
.
く
河

口
に
臨
む
高
台
に
一
揖
を
捜
し
て
い
る
。
同
社
の
氏
子
総
代
一
向
上
秀
雄
氏
の
談

に
よ
れ
ば
、
間
柄
の
現
雀
の
泣
置
は
由
来
の
場
処
で
は
な
く
、
那
珂
出
架
橋
工

事
の
際
、
従
前
稿
の
在
っ
た
~
悶
窓
口
が
崩
さ
れ
た
t
A

め
、
後
方
約
七
八
十
来
に
当

る
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
で
、
本
来
り
社
調
は
河
口
に
構
築
さ
れ
て
い
た
那

珂
湊
を
隈
下
に
見
降
す
場
処
に
争
め
っ
た
と
去
う
。
現
在
命
社
墨
は
粗
雑
な
溜
作

に
な
る
一
一
間
四
国
の
小
さ
な
社
毅
で
あ
り
、
見
る
べ
き
文
護
・
資
料
を
何
等
伝

d
F‘LUh 
弓

，
 

a
 

え
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
磯
原
時
天
妃
栴
は
前
揚
調
誌
の
記
載
そ
の
ま
ぶ
の

出
態
を
存
し
て
お
り
、
説
黙
と
し
て
抄
浜
比
此
点
す
る
社
山
の
上
に
立
て
ば
、

北
よ
り
南
に
か
け
て
約
二
百
草
十
肢
の
潜
擦
を
視
角
に
絞
め
、
眼
下
の
鹿
島
灘

に
袴
ぷ
船
舶
の
危
難
を
救
い
出
払
査
を
守
る
海
地
仰
の
鍋
践
す
べ
き
絶
好
の
立
地
条

件
を
欝
え
て
お
り
、
作
蔵
院
の
別
当
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
き
た
優
勢
に
し
て

堅
屈
な
社
搬
を
有
し
、
現
在
な
お
心
越
の
真
筆
数
点
を
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
の

ほ
か
江
戸
待
代
末
期
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
同
罷
予
認
鍛
に
依
れ
ば
当
時
社
輩

記

「

O
天
記
経
一
義
心
越
牽
納
、

O
天
妃
神
盤
機
経
一
ニ
巻
栂
開
奉
納
、
♀
吊

祢
ノ
審
一
日
細
心
鵠
輩
、
。
持
拝
一
日
明
間
輩
、
。
祝
詩
一
橋
関
銃
、
。
大
纂
文
一

橋
邸
内
筆

O
天
妃
欝
湯
量
同
一

mm開
準
納
」
な
ど
数
多
く
の
安
教
の
あ
っ
た
こ
と
を

倍
え
て
お
る
。
続
上
の
如
き
間
社
の
実
躍
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
夫

妃
の
本
宮
が
磯
原
権
現
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
疑
い
を
義
挟
む
余
地
は
な
い
よ
う

で
、
磯
浜
の
天
妃
荷
の
建
立
が
磯
露
の
本
宮
に
先
ん
ず
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら

れ
ず
、
前
掲
趣
意
欝
の
記
す
如
く
一
冗
隷
五
年
七
月
説
を
探
る
の
が
妥
当
と
思
わ

れ
る
。
併
し
向
精
の
関
係
に
つ
い
て
の
前
識
の
如
き
開
書
の
即
戦
は
聯
か
疑
問

が
な
い
訳
で
は
な
く
、
恐
ら
く
先
棟
三
年
七
月
磯
原
に
本
震
が
建
立
さ
れ
て
の

も
、
後
述
の
如
く
東
捕
り
、
指
運
の
繁
栄
に
よ
っ
て
那
珂
撲
の
重
要
性
は
著
し
く

~
一
一
角
ま
ち
、
寄
港
船
離
の
増
加
に
伴
っ
て
新
ら
た
に
本
宮
仁
対
す
る
灘
拝
一
併
と
し

て
の
拝
殿
が
磯
浜
の
高
台
拡
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ま
い
か
と
云
う
援
灘
を

提
出
し
て
お
く
。

き
て
帯
主
光
聞
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
水
戸
藩
内
の
天
妃
借
抑
は
、
麗
島
灘

を
控
え
る
長
い
海
岸
と
霞
滞
の
水
郷
を
抱
え
る
藩
領
内
の
社
会
的
な
要
請
に
挟

撃
し
て
、
特
に
領
内
漁
民
及
び
廼
船
業
者
の
淳
い
借
的
仰
を
集
め
た
が
、
や
が
て
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江
戸
時
代
の
来
擦
に
査
一
り
藩
主
水
戸
斉
昭
を
中
心
と
す
る
所
調
水
戸
学
の
国
粋

主
載
が
勃
興
す
る
広
及
ん
で
状
勢
は
変
化
し
、
叩
大
妃
の
祭
詑
に
対
す
る
寺
社
憲

行
の
庄
追
が
行
わ
れ
る
に
怒
っ
て
い
る
事
実
は
、
天
蛇
接
待
が
日
本
V

い
お
い
て

経
験
し
た
思
想
的
弾
圧
事
件
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。
磯
府
郊
の
行

蔵
践
所
蔵
の
古
文
書
中
に
、
磯
原
・
大
津
間
村
の
詔
一
蹴
・
船
庇
箆
・
臣
室
な
ど
十

mm
人
の
藤
名
を
も
っ
て
、
弘
化
二
年
設
び
沼
年
の
二
回
に
直
っ
て
寺
社
奉
行
に

願
出
た
書
貯
の
案
文
及
び
控
え
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
当
村
の
天
妃

神
は
充
禄
三
年
、
諌
義
公
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
磯
原
・
大
津
両
村
の
鍋
守
主

定
め
ら
れ
、
近
浜
は
勿
論
議
関
諜
獲
の
彊
船
な
ど
の
権
抑
を
集
め
て
い
た
が

来
ル
一
続
四
月
中
寺
社
錦
奉
行
機
梅
離
村
神
道
御
引
立
ニ
付
際
問
朝
ノ
神
連
舞
引

上
一
一
報
成
笠
原
明
神
一
一
得
改
替
寵
下
験
段
、
其
額
街
達
御
鹿
股
共
唯
今
以
テ

欝
下
ゲ
無
禍
続
換
所
、
右
以
来
漁
事
甚
払
誌
エ
相
成
船
持
一
一
統
経
営
ニ
モ
指

支
難
儀
仕
、
愚
味
ノ
者
共
ハ
津
神
'
無
之
故
知
期
杯
申
唱
喧
敷
〈
中
略
〉
僻
卒

榔
上
守
護
ノ
為
メ
天
妃
神
ブ
下
ケ
被
或
下
侯
様
僻
ぷ
御
願
上
侯
〈
下
略
〉

の
如
く
議
連
ら
ね
て
、
天
妃
の
娯
詑
を
再
び
差
許
す
仁
政
令
一
擁
さ
れ
ん
こ
'
と
を

願
出
て
い
る
。
併
し
水
戸
藩
に
お
け
る
天
妃
排
訴
の
動
き
は
私
化
光
年
に
始
ま

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
更
に
譲
り
う
る
よ
う
で
、
明
治
七
年
に
一
行
牒
院
よ
ち
茨

竣
県
庁
事
に
提
出
さ
れ
て
い
る
「
株
格
之
髄
議
上
」
に
よ
れ
ば
、
水
戸
豪
昭
は

既
に
天
保
中
に
お
い
て
仔
蔵
院
の
当
主
朝
日
義
難
民
命
じ
て
神
宮
を
致
鞍
し
、

天
妃
神
の
業
鉢
は
弟
橘
嬢
命
と
問
鉢
で
あ
る
と
し
て
天
妃
権
現
を
笠
原
明
神

ι

社
号
を
改
め
し
め
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
様
な
天
妃
持
拡
対
す
る
政
治
的

な
干
渉
が
獲
に
進
ん
で
遂
に
弘
化
一
一
一
年
の
天
妃
神
像
の
引
上
げ
に
ま
で
発
展
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
こ
の
事
件
の
其
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
必
づ
し

も
明
ら
か
で
な
い
が
、
前
引
「
株
格
之
儀
」
に
「
(
前
略
)
亦
臥
化
年
中
場
職
相

成
候
所
水
戸
藩
ヨ
リ
複
飾
被
申
渡
農
村
戎
持
兼
職
迄
奉
仕
連
綿
経
窓
候
処
去
酉

(
明
治
六
年
〉
一
一
一
月
琵
職
被
仰
付
侯
」
之
記
し
て
お
る
こ
と
に
議
み
れ
ば
、
恐

ら
く
前
記
の
如
き
弘
化
四
年
の
欝
擦
に
よ
っ
て
、
一
丹
び
天
妃
地
作
品
揮
の
活
躍
が
瀧
〈

現
し
明
治
に
及
ん
だ
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

我
が
欝
に
お
け
る
天
妃
律
的
内
受
容
の
経
緯
を
顧
み
る
場
合
、
叙
上
の
如
き
水

戸
蕃
に
結
っ
た
異
国
神
に
対
す
る
排
訴
事
件
主
共
に
見
逃
し
え
な
い
の
は
、
日

本
国
有
借
仰
及
び
仏
教
需
荷
主
天
妃
神
と
の
警
合
関
孫
で
あ
る
。
天
妃
神
の
業

幹
が
弟
橘
緩
命
と
関
綜
で
あ
る
と
し
た
水
戸
議
場
社
奉
行
の
子
渉
に
つ
い
て
は

既
に
触
れ
た
・
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
方
磯
露
天
蛇
禍
の
制
約
当
一
は
当
社
を
天
妃
水

魂
神
社
主
称
し
、
そ
の
本
地
を
得
大
勢
至
菩
薩
な
り
と
驚
伝
し
て
い
る
が
、
神
道

と
天
妃
持
と
の
習
合
に
仏
教
の
本
地
難
遮
思
想
を
加
え
る
複
雑
な
溜
合
関
係
が

修
験
道
に
属
す
る
行
蔵
毘
に
よ
っ
て
唱
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
性
自
に
揺
し
よ

う
。
さ
き
に
引
用
せ
る
遼
碧
軒
記
に
一
長
崎
の
一
階
京
寺
に
お
け
る
天
妃
持
の
お
祭

を
菩
薩
祭
り
と
品
称
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
菩
議
が
如
仰
な

る
帯
躍
を
指
す
の
か
、
戒
は
単
な
る
麓
菩
薩
の
一
般
的
略
称
な
の
か
明
瞭
を
欠

い
て
い
る
け
れ
ど
も
「
磯
原
の
天
総
出
天
妃
神
ハ
三
月
廿
一
一
一
日
縁
日
な
り
こ
の

日
船
ニ
口
口
小
旗
ヲ
立
笛
鐘
鼓
太
絞
な
ど
を
鳴
ら
し
て
群
緊
札
跳
口
へ
祭
り
こ

の
名
を
菩
醸
探
り
と
ゆ
ふ
」
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
磯

謀
天
妃
椅
の
執
行
う
蕃
襲
祭
り
と
は
得
大
勢
装
警
薩
の
祭
礼
で
あ
っ
た
と
見
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
鰭
宗
仏
橡
図
嚢
(
骨
院
は
天
妃
持
集
を
踏
王
宮

と
な
し
観
音
の
生
身
と
説
い
て
い
る
が
、
共
に
神
仏

ιの
溜
合
錦
之
見
散
す
べ

き
も
の
で
あ
る
う
。
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き
て
元
禄
一
一
一
年
常
罷
の
水
一
戸
に
伝
播
せ
る
天
妃
の
一
信
仰
は
、
数
年
後
更
に
北

上
を
遂
げ
、
本
州
の
最
北
端
で
あ
る
下
北
半
島
の
大
間
町
に
伝
わ
っ
て
お
り
、

菅
江
一
塁
の
摸
す
る
「
天
妃
綾
堅
持
鳥
時
)
は
「
一
元
禄
九
年
の
頃
此
浦

(
大
関
)
の
を
き
伊
藤
五
左
衛
門
と
い
ふ
こ
L
に
ま
つ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

今
自
こ
の
天
妃
神
は
同
町
の
稲
荷
神
社
拝
殿
に
合
記
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
末

紬
時

期
の
写
本
「
封
内
郷
村
誌
い
大
関
の
条
に
は
特
に
朱
筆
を
も
っ
て
天
妃
稿
の
存

窓
を
明
記
し
て
お
り
、
稲
荷
神
を
中
心
と
し
て
天
妃
神
・
金
昆
鰹
神
・
弁
天
神

の
諸
神
を
合
認
す
る
現
在
の
如
き
祭
一
一
陀
の
出
向
況
は
「
天
妃
神
社
一
併
の
序
文
に

「
明
治
六
年
五
月
神
社
侮
改
正
ノ
度
仏
体
ノ
御
調
-
一
テ
積
荷
神
社
へ
合
無
ノ
厳

命
ア
リ
」
と
記
す
所
謂
神
仏
分
離
政
策
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
天
妃
神
の
勧
誘
年
代
に
つ
い
て
は
、
前
播
「
天
妃
綾
起
」
が
登
載
す
る

衣
の
如
き
向
調
の
梁
札

(大
V

天
間
村
天
妃
鰐
祖
大
権
現
渡
海
畠
在
郡
内
安
全
一
所

一

冗

隷

九

年

子

七

月

建

立

肝

顛

与

七

郎

顕

主

伊

藤

五

右

衛

門

用

部

信

濃

守

行

簿

公

.

法

主

常

楽

寺

鈴

郷

子

孫

繁

昌

別

当

光

円

坊

ま
た
今
日
稲
荷
神
社
氏
子
総
代
拡
よ
っ
て
保
管
さ
れ
る
前
出
「
天
妃
神
社
録
」

の
腎
頭
拡
記
す
序
文
の
一
館

天
妃
大
神
社
ハ
船
魂
・
守
護
神
戸
一
一
ア
一
元
禄
九
年
大
関
村
長
伊
藤
五
者
禽
門
鑑
州

野
間
ノ
神
社
ヲ
悲
還
家
ノ
氏
神
ト
審
・
尊
撰
春
秋
二
零
ノ
祭
典
無
怠
慢
公
一
京

に
扶
っ
て
も
、
こ
の
天
把
禍
が
大
関
の
住
人
伊
藤
五
在
蕎
門
に
よ
っ
て
光
禄
九

年
に
意
立
さ
れ
て
い
る
事
実
は
疑
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
併
し
そ
の
動
講
地
を

「
薩
州
野
間
ノ
神
社
」
期
ち
醗
離
思
川
沼
郡
加
世
自
の
野
関
山
(
娘
婿
山
〉
に

求
め
て
い
る
社
録
の
序
文
の
記
事
は
頗
る
疑
わ
し
い
よ
う
で
、
下
北
半
島
の
修

畿
の
本
締
で
あ
る
田
名
部
町
呂
名
の
不
動
院
に
一
決
裁
す
る
「
田
名
部
輪
中
修
験

由
緒
」
に
よ
れ
ば
、
今
自
天
把
を
合
記
す
る
大
間
町
の
稲
荷
神
社
の
別
当
和
光

院
の
条
に
は
明
ら
か
に

天
妃
薦
議
機
現
当
一
一
所
江
勧
誘
始
一
万
録
九
年
以
一
一
村
五
害
額
門
ト
申
者
水
戸
ト

申
ス
漢
ヨ
リ
勧
欝
仕

と
見
え
、
勧
諦
地
を
水
一
戸
の
湊
と
な
し
却
っ
て
野
間
の
天
妃
神
に
つ
い
て
は
何

等
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
一
元
来
、
序
文
は
間
社
録
の
縞
築
さ
れ
る
明
治
九
年

の
揮
で
あ
り
、
比
較
的
後
世
の
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
野
間
説
を
襲
附
け

る
資
料
を
他
に
九
五
く
求
め
え
な
い
の
は
疑
問
の
余
地
を
残
す
も
の
で
、
恐
ら
く

は
当
時
に
お
け
る
替
が
国
天
妃
議
仰
の
本
地
と
も
称
す
べ
き
野
閉
山
の
夫
妃
椅

ι…
貯
金
し
て
社
鋸
の
綾
部
を
郵
ら
ん
と
す
る
撰
者
の
伶
意
、
若
し
く
は
当
時
の

伝
承
に
基
く
も
の
と
推
滅
さ
れ
る
。
社
録
に
間
社
の
祭
例
の
神
事
を
伝
え
て

と
し
こ
と
に
や
よ
ひ
は
つ
か
ま
り
一
一
一
日
か
ん
わ
き
あ
り
天
犯
の
み
か
た
し

ろ
を
絵
に
う
つ
し
と
る
あ
り
そ
の
う
へ
民

大
宋
数
封
護
国
佑
既
成
霊
顕
志

天
蛇
理
母
擦
祖
先
君
大
関
勤
封

護
国
庇
民
妙
霊
昭
応
弘
仁
普
済

天
妃
と
か
い
て
東
議
心
越
敬
白
と
記
し

-x
一流
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と
述
べ
て
い
る
が
、

ζ

の
本
皐
心
越
こ
そ
は
外
な
ら
ぬ
磯
原
天
妃
権
現
の
拝
来

者
で
あ
る
こ
と
は
既
拡
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
関
滞
の
天
妃
棋
と

「
水
戸
ト
申
ス
務
」
の
天
妃
梢
の
神
事
と
の
間
に
密
接
な
る
伝
承
関
慌
の
存
在

タ
証
拠
立
て
る
も
の
が
あ
る
、
大
関
様
と
心
越
と
の
関
に
は
本
来
何
等
の
藍
接

的
交
渉
も
な
か
っ
た
だ
け
巴
、
大
間
捕
の
天
妃
栂
が
水
戸
の
撲
よ
ち
勧
請
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
定
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

跨
っ
て
江
戸
待
代
初
期
よ
り
中
期
に
か
け
て
の
海
溝
事
情
を
頼
る
に
、
当
時

の
福
運
中
最
も
麓
要
な
地
位
を
出
め
た
の
は
罵
知
の
如
く
、
東
廻
・
癌
遡
及
び

江
戸
上
方
聞
の
一
一
一
航
路
で
あ
れ
ソ
、
こ
れ
に
衣
ぐ
も
の
と
し
て
北
圏
、
東
灘
、
西

謀
、
南
海
の
西
筋
及
び
瀬
戸
内
を
湿
っ
て
大
寂
・
下
関
よ
h

ソ
長
崎
に
制
的
る
五
本
の

地
方
針
航
路
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
中
期
に
入
つ
て
の
ち
は
九
州
航
路
広
当
る
西

海
筋
か
ら
薩
離
大
棋
は
じ
め
員
向
・
肥
後
の
治
岸
は
薮
残
さ
れ
る
に
室
っ
て
お

り
、
寛
永
以
来
器
外
貿
易
が
長
崎
一
潜
に
定
め
ら
れ
て
以
来
の
坊
樟
を
は
じ
め

と
す
る
南
九
州
諸
撲
の
愈
激
な
潮
藩
ぶ
り
を
窺
わ
し
め
る
。
ざ
れ
ば
こ
れ
以
後

本
州
を
甫
北
に
開
て
る
北
輿
の
大
関
撲
と
畿
南
の
野
間
山
と
の
間
に
密
接
な
交

通
の
行
わ
れ
た
こ
と
は
制
到
底
考
え
難
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
拡
反
し
て
江
戸
時

代
初
期
以
来
東
繍
海
運
は
除
々
に
開
拓
さ
れ
、
寛
永
一
一
年
に
は
青
森
が
開
港
さ

れ
て
芯
巻
以
北
の
器
運
が
開
始
さ
れ
、
更
に
明
鰍
胸
元
年
に
は
秋
田
の
土
鯖
港
よ

り
江
戸
に
酒
船
を
出
す
に
恋
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
特
に
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
こ
の
東
廼
海
運
の
完
成
後
と
難
も
鰭
溜
騒
が
江
戸
に
濫
造
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
鹿
島
灘
の
思
浪
を
恐
れ
て
多
く
常
陸
の
都
跨
榛
に
寄
り
、
更

に
都
弼
川
を
瀕
っ
て
大
賞
え
陸
揚
.
け
し
て
鉾
陸
ま
で
或
は
潜
老
訳
で
陸
揚
.
け
し

て
塔
ケ
崎
ま
で
陸
連
に
よ
っ
て
の
ち
、
出
舟
を
利
用
し
て
北
浦
に
渡
り
科
椴
川
川

帥

に
出
て
関
講
に
達
す
る
道
筋
を
通
っ
た
も
の
-A
ょ
う
で
、
従
っ
て
郡
到
榛
は
東

鶴
瀧
運
に
と
っ
て
最
も
麓
要
な
拠
点
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
既
に
述
べ
た
如
く
、
こ
の
那
珂
湊
を
眼
下
に
収
め
る
高
台
に
所
謂
磯

浜
の
天
妃
梼
が
建
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
前
山
引
「
罰
名
部
輪
中
修
験
由

緒
い
に
記
す
「
水
一
戸
ト
申
ス
港
」
も
ま
た
こ
の
那
珂
を
徐
い
て
組
に
求
め
難
い

と
す
る
な
ら
ば
、
一
冗
録
年
間
、
大
畑
・
佐
井
と
並
ん
で
下
北
七
壌
の
一
つ
に
数

え
ら
糸
町
」
い
る
大
関
浦
と
こ
の
諮
問
榛
と
の
間
に
夜
通
の
生
じ
る
こ
と
は
自
然

師
団

で
あ
り
、
毘
島
灘
の
危
難
を
避
け
て
那
珂
湊
に
寄
港
す
る
船
乗
り
の
間
に
、
那

珂
湊
に
肥
る
海
上
守
護
神
た
る
磯
浜
及
び
そ
の
本
宮
た
る
磯
康
夫
妃
権
現
が
信

仰
さ
れ
、
や
が
て
こ
れ
が
勧
請
さ
れ
る
に
蛮
る
の
も
握
め
て
密
然
の
成
行
き
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
大
間
捕
の
天
妃
褐
の
本
締
で
あ
る
前
掲
展
名
の
修
験
不
動
慌

の
縁
結
に
、
本
尊
で
あ
る
熊
野
大
権
現
勧
訴
の
際
の
道
筋
金
記
し
て
、
熊
野
を

発
し
て
の
ち
常
陸
の
筑
波
山
に
寄
り
、
更
に
八
撃
の
擦
路
を
越
え
て
呂
名
に
移

っ
た
皆
を
明
記
し
て
お
り
、
常
陸
の
名
山
筑
波
の
修
験
と
陸
名
の
不
動
除
、
更

に
は
大
関
の
和
光
院
と
の
間
に
本
来
の
関
係
の
蒋
在
が
討
度
さ
れ
る
こ
と
も
、

こ
の
場
合
経
ロ
ロ
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

他
方
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
大
関
の
天
妃
神
社
録
と
野
間
山
縁
組
即
ち
娘
嬬
山

碑
銘
と
の
間
に
は
、
天
妃
伝
承
の
重
要
な
部
分
に
お
い
て
伝
承
の
系
統
を
異
に

す
る
異
質
の
説
話
者
含
ん
で
お
り
、
両
者
の
間
に
搬
出
版
な
継
授
の
関
係
の
存
在

を
予
想
し
難
い
事
実
の
あ
る
こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
。
即
ち
娘
鳩
山
碑
銘
が
吉

老
之
宮
と
し
て
記
す
天
妃
入
神
の
契
機
に
関
す
る
「
中
華
に
神
女
あ
り
、
機
織

中
持
問
問
を
現
し
て
航
海
中
の
父
母
の
危
難
を
救
わ
ん
と
す
る
が
、
母
の
怪
む
と

こ
ろ
と
な
っ
て
呼
器
ま
さ
れ
た
込
め
、
交
を
教
い
な
が
ら
兄
の
救
助
に
失
致
す
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る
説
話
は
、
所
謂
「
機
上
敷
親
」
と
し
て
天
妃
顛
覆
一
線
合
法
じ
め
と
し
て
天
妃

伝
承
の
膝
関
に
お
い
て
、
常
に
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
説
稀
で
あ
る
が
、
そ
の

一
節
に
当
る

神
女
酷
京
、
出
薬
品
料
昔
、
審
願
臼
当
来
世
灘
中
遁
離
者
、
念
我
乞
救

護
、
我
必
拡
之
、
令
得
度
脱
、
議
投
身
入
器

即
ち
天
妃
が
兄
を
救
踏
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
悲
し
み
、
自
か
ら
樺
難
救
助
の

神
た
ち
ん
と
と
を
誓
願
し
て
海
中
に
身
を
投
入
れ
る
と
一
試
う
、
こ
の
説
話
は
同

じ
く
顕
聖
録
の
「
化
草
教
商
い
の
説
話
に
そ
の
ひ
そ
か
な
芽
粛
を
器
め
う
る
に

も
せ
よ
、
夫
妃
自
か
ら
が
入
水
す
る
と
一
京
う
筋
は
娘
熊
山
碑
銘
に
-
初
め
て
現
れ

る
も
の
L

ょ
う
で
、
碑
銘
の
酎
録
に
引
く
西
川
知
見
の
「
長
崎
被
語
草
」
に
も

投
身
後
の
天
記
に
つ
い
て

其
海
一
…
投
セ
シ
尊
骸
ハ
、
読
レ
テ
盤
整
ノ
海
辺
ニ
寄
リ
来
レ
ル
ヲ
取
上
ゲ

山
上
由
一
葬
リ
ヌ
、
其
ノ
後
種
々
霊
異
ノ
事
有
テ
往
来
ノ
諾
船
願
ヲ
貯
へ
H
Y

(
中
略
〉
此
山
ヲ
野
間
山
権
現
ト
号
セ
リ

と
記
し
て
野
間
山
議
棄
の
験
記
を
投
身
せ
る
天
妃
め
噂
骸
の
課
着
に
繋
い
て
お

り
、
こ
の
入
水
諜
驚
の
説
話
が
娘
鋪
山
天
蛇
法
説
の
酬
明
な
め
を
な
す
最
も
特
色

抽
同

あ
る
部
分
を
な
し
て
い
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
き
れ
ば
若
し
も
前
掲
天

妃
神
社
銭
の
記
す
お
く
、
大
関
の
天
妃
拘
が
野
閉
山
天
妃
神
社
の
勧
請
に
よ
る

も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
入
水
澱
着
の
伝
承
は
如
何
等
か
の
形
に
お
い
て
伝
え

ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
許
腎
の
入
水
漂
着
の
説
諾
は
そ
の
片

鱗
す
ら
器
め
え
ず
、
天
妃
娘
嬢
倍
及
び
天
妃
盤
誌
記
に
拠
っ
て
機
上
教
毅
の
説

揺
を
伝
え
記
す
の
み
で
あ
っ
て
、
議
誌
の
内
容
よ
り
し
て
も
間
柄
の
恵
接
的
な

関
保
全
推
挺
す
る
こ
と
は
極
め
て
菌
難
で
あ
る
。
論
じ
て
こ
L

花
蕊
る
な
ら

ば
、
大
間
天
妃
棋
の
勧
誘
に
関
す
る
同
神
社
録
及
び
智
江
真
澄
の
棚
供
す
る
天
記

縁
認
の
野
畑
出
権
現
勧
鵠
説
は
事
実
を
伝
え
る
も
の
と
は
な
し
難
く
、
水
戸
ノ
湊

却
も
磯
浜
並
び
に
そ
の
本
宮
た
る
磯
訴
の
天
妃
調
よ
ち
分
霊
・
勧
請
し
允
こ
と

を
記
す
田
名
器
輸
中
由
轄
の
記
事
が
真
実
を
訟
え
る
も
の
と
見
散
す
こ
と
が
出

来
よ
う
。

む

す

び

東
日
本
に
お
け
る
天
妃
借
仰
伝
播
の
経
緯
を
辿
り
な
が
ら
進
め
て
き
た
以
上

の
考
察
犯
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
要
点
を
纏
め
る
な
ら
ば
、
近
世
中

悶
道
教
に
お
い
て
最
も
有
力
な
海
神
・
可
命
持
の
一
つ
で
あ
る
一
大
妃
持
の
指
停

誌
、
我
が
醤
に
伝
来
し
て
九
州
の
長
崎
・
一
千
戸
・
坊
ノ
津
の
要
津
、
戒
は
野
間

山
な
ど
に
定
着
し
て
の
も
東
海
し
、
江
戸
時
代
の
初
期
頃
ま
で
の
関
に
江
戸
の

赤
羽
、
常
陸
の
磯
原
・
議
浜
、
陸
奥
下
北
の
大
間
向
精
へ
と
北
上
伝
播
を
遂
げ
て

い
る
が
、
こ
の
間
、
夫
蛇
神
は
江
戸
に
あ
っ
て
「
讃
綾
金
民
難
権
現
の
緯
月
十

錨

自
の
縁
E
に
抗
禽
い
す
る
粧
の
厚
い
需
心
を
集
め
、
磯
掠
に
あ
っ
て
は
「
漁
業

甚
払
底
し
」
「
賠
持
水
主
は
勿
論
氏
子
一
同
の
溝
無
之
、
加
之
非
常
の
変
難
等

多
く
出
来
与
る
事
態
を
ひ
た
す
ら
天
妃
の
加
諜
に
よ
っ
て
碍
脅
か
れ
ん
と
し
、

更
に
大
関
滞
に
あ
っ
て
は
「
お
ほ
し
け
と
て
こ

C
う
袖
似
た
止
あ
め
か
ぜ
に

し
ふ
か
れ
、
い
の
ち
し
ぬ
へ
う
お
も
ひ
し
て
心
そ
ら
に
ま
よ
う
」
難
船
を
も
教

い
給
う
海
霊
守
擁
神
と
し
て
渇
梅
さ
れ
て
い
る
如
く
、
何
れ
の
土
地
に
あ
っ
て

も
人
々
の
熱
心
な
措
僻
を
集
め
て
き
た
こ
と
を
よ
く
察
知
し
う
る
。

と
こ
ろ
で
難
か
る
天
妃
借
仰
の
伝
播
に
当
っ
て
、
天
妃
-V一
選
教
持
と
す
る
明

確
な
意
識
が
伴
っ
て
い
た
か
一
脅
か
に
つ
い
て
は
幾
分
の
販
問
が
残
り
、
心
慈
の



勧
講
に
か
λ

る
常
陸
の
場
合
を
除
い
て
明
醸
を
欠
い
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

夫
妃
を
外
来
神
と
す
る
認
識
を
葬
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
点
広
ま
つ
わ
る
暗

々
の
闇
粋
主
義
的
な
抵
抗
が
慈
起
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

併
し
そ
れ
拡
も
拘
ら
ず
、
却
っ
て
江
戸
に
お
い
て
夫
妃
神
が
金
毘
羅
神
と
勢
を

競
い
、
大
聞
に
お
い
て
弁
天
神
を
押
え
、
一
民
に
再
磯
に
お
い
て
大
洗
暁
神
に
打

勝
つ

fp一
仰
を
集
め
え
た
所
以
の
も
の
は
、
鹿
島
灘
と
津
軽
即
時
峡
の
難
所
を
控

え
る
磯
原
・
磯
棋
及
び
大
間
滞
の
地
理
的
条
件
に
根
議
す
社
会
的
な
要
請
に
加

う
る

ι、
外
来
女
神
天
把
の
持
務
的
な
魅
力
北
対
す
る
宗
教
的
な
深
い
議
標
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
蓋
し
寄
悲
し
難
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

斯
の
如
き
天
妃
償
問
料
伝
播
む
様
態
誌
、
か
つ
て
論
乙
た
如
く
、
同
じ
く
道
教

の
が
一
二
戸
鐸
仰
に
思
想
的
源
流
を
発
す
る
我
が
圏
の
庚
申
請
仰
の
普
通
的
な
信
播

が
、
顕
著
な
日
本
的
変
容
を
通
じ
て
始
め
て
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
斗
は
正
に

対
無
的
に
、
道
教
の
天
妃
信
仰
が
殆
ど
実
質
的
な
変
容
を
被
る
こ
と
な
く
、
本

来
の
形
態
と
機
懇
者
保
ち
な
が
ら
、
比
較
的
狭
少
な
地
域
に
お
け
る
特
殊
な
社

会
的
条
件
と
結
び
つ
い
て
受
容
さ
れ
、
定
蒼
し
て
い
る
官
外
来
宗
教
法

播
の
特
異
な
事
例
と
し
て
住
践
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。
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註
∞
黒
板
勝
奨
博
士
「
我
が
上
代
に
於
け
る
道
教
思
懇
及
び
道
教
」
(
童
心
文

集
所
収
〉
。
妻
木
賢
良
民
「
日
本
に
於
け
る
道
教
思
想
」
〈
竜
谷
学
報
第
一
一
一

O
六
号
・
第
一
一
一

O
八
号
)
。
小
韓
司
然
太
博
士
「
瀧
教
の
本
質
と
そ
の
本

邦
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
〈
東
方
学
報
東
京
第
八
品
川
〉
。
那
波
科
貞
博
士
「
瀧

教
の
日
本
国
へ
の
流
伝
に
つ
い
て
」
〈
東
方
宗
教
第
一
一
号
・
第
四
車
合
併

号〉。
ω
鐘
徳
山
忠
氏
「
遊
教
と
日
本
の
民
間
信
仰
押
い
(
畏
議
学
研
究
第
十
八
巻
第

一一一号
)
0

日
本
の
庚
申
信
仰
」
(
東
方
学
識
集
第

も

「
庚
申
信
仰
怖
と
北
斗
棺
仰
い
(
民
族
学
研
究
第
二
十
八
巻
第
一
一
一
号
)
。

削
指
稿
「
庚
申
待
mw
思
想
的
源
涜

i
近
世
津
軽
に
於
け
る
道
教
の
三
戸
借

仰
を
中
心
と
し
て

i
」
(
人
文
社
会
第
九
時
〉
。
「
下
北
半
島
に
残
る
喪
申

借
仰
の
諸
頼
型
」
(
弘
前
大
学
爵
史
研
究
第
十
口
市
〉

凶
践
余
叢
考
〈
巻
一
一
一
十
五
)
天
妃
の
条
の
智
頭
に
お
い
て
憩
翼
は
東
西
洋

考
〈
巻
九
)
の
天
妃
括
承
を
簡
単
に
縛
め
て
記
し
て
い
る
。
紙
数
奇
都
合

上
そ
の
ま
L

の
引
用
を
避
け
た
。

防
費
若
松
男
地
内
土
「
天
記
考
」
(
満
蒙
史
論
叢
第
四
百

仙
川
李
献
暗
中
氏
「
嬉
組
依
説
の
原
初
形
態
」
(
東
方
宗
教
第
十
一
号
)
。
「
務

代
の
鶏
祖
宗
説
拡
対
す
る
批
判
的
研
究
い
〈
東
方
宗
教
第
十
=
了
間
合
併

号〉
C

「
光
・
現
地
方
志
に
現
わ
れ
た
鶏
祖
伝
説
の
演
変
」
〈
東
方
学
第
十

一
一
一
輯
〉
。
コ
一
一
教
捜
神
大
金
と
天
妃
娘
嬢
伝
を
中
心
と
す
る
爆
犠
伝
説
の

考
察
」
〈
東
洋
学
報
第
一
一
一
十
九
巻
第
一
号
)
。
「
宋
誌
の
封
賜
か
ら
見
た
嬬

祖
信
抑
の
発
達
」
〈
宗
教
研
究
第
一
五
九
号
〉
等
。

M
W
-
官
需
義
農
民
「
道
教
わ
研
究
」
一
一
一

O
四
頁
!
一
一
一

O
六
頁
。

似
道
蔵
瀬
神
部
本
文
期
(
第
一
一
一
百
四
十
二
舟
〉
場
下
。

同
一
大
妃
加
封
年
代
の
典
拠
は
代
表
的
な
資
料
一
つ
を
挙
げ
る
拡
止
め
た

が
、
こ
の
点
広
関
し
て
は
周
援
鶴
氏
「
天
脂
い
(
民
俗

i
中
山
大
学
器
官

襲
史
学
研
究
所
鱗
輯

i)
及
び
愛
宕
博
士
前
揚
論
文
搭
載
の
年
畿
が
参
考

き
れ
る
。

鵠
愛
宕
博
士
前
摘
論
文

腿
大
自
本
閉
鎖
晋
薩
腰
掛
川
娘
嬉
山
碑
銘
に
つ
い
て
は
李
献
章
氏
よ
り
縄
米

教
を
得
、
か
つ
鹿
児
島
県
支
図
書
籍
の
ム
有
馬
百
合
畏
よ
り
向
碑
銘
畳
一
文
の

筆
写
を
環
い
た
。
共
拡
記
し
て
謝
意
を
表
し
て
お
く
。

総
太
上
老
君
説
一
大
妃
教
育
霊
験
経
が
お
何
な
る
教
派
に
よ
っ
て
作
製
き
れ

た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
た
と
え
前
述
の
如
く
白
雲
震
に
一
大
記
を
肥
る

と
拭
去
え
、
査
真
教
を
こ
れ
に
当
て
る
こ
と
は
そ
の
教
理
的
性
格
か
ら
推

し
て
適
切
噌
誌
な
く
、
依
統
的
な
議
機
符
銭
を
・
正
と
し
て
搭
借
に
迎
合
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し
、
現
代
に
至
っ
て
査
真
教
を
圧
鱗
し
て
い
る
正
一
教
の
苧
に
な
る
も
の

と
推
測
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

跡
事
献
章
氏
「
薩
藩
に
お
け
る
麗
人
と
娘
鵠
山
の
繰
程
」
(
ブ
イ
ロ
ソ
フ

ィ
ア
第
一
一
一
十
五
号
)
参
照
。

M
W

新
編
常
睦
調
誌
〈
巻
上
)
磯
浜
の
条
に
は
「
一
克
明
何
一
一
一
年
四
月
六
百
祝
町

へ
天
妃
神
社
御
建
立
ニ
ナ
ル
。
磯
探
村
-
一
そ
御
建
立
。
」
と
記
し
後
者
の

建
立
年
代
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
点
が
法
目
さ
れ
る
。
猫
、
こ
の
新
編

常
韓
関
器
及
び
磯
浜
志
の
資
料
に
つ
い
て
は
調
査
に
先
立
っ
て
予
め
茨
城

県
立
間
書
館
の
伊
藤
修
氏
よ
り
御
宗
教
を
え
た
。
記
し
て
伽
御
礼
を
申
上
げ

て
お
く
。

必
磯
療
町
天
記
権
現
の
出
別
当
で
あ
る
移
験
道
行
議
採
朝
司
義
一
成
方
に

所
鼓
さ
れ
る
多
数
の
古
文
書
中
よ
り
天
妃
関
係
資
料
九
点
を
検
出
し
え

た
。
そ
の
う
ち
六
点
は
行
議
院
よ
り
「
乍
恐
以
審
附
輩
横
上
続
事
い
と
し

て
寺
社
奉
持
に
提
出
さ
れ
た
請
願
書
の
控
え
で
あ
る
。
猶
、
再
撲
に
一
白
一
る

探
訪
に
も
拘
ら
ず
快
く
資
料
の
調
査
に
協
力
下
さ
っ
た
関
家
に
対
し
深
い

感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。

鵠
こ
れ
ら
の
社
宝
中
現
存
す
る
も
の
は
祝
詩
一
輔
、
神
額
大
纂
文
の
一
一
点

に
漕
ぎ
ず
、
他
は
散
逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
猶
、
こ
の
天
妃
経
一
巻

と
は
、
前
揚
の
太
上
老
君
説
天
妃
救
管
霊
験
経
一
巻
と
推
定
さ
れ
る
が
、

天
妃
禅
譲
議
経
一
一
一
巻
及
ザ
天
妃
閣
議
書
一
知
は
現
行
道
議
中
に
該
当
す
る

経
典
を
見
ず
、
そ
の
内
替
は
不
詳
で
あ
る
。
櫛
教
示
を
賜
れ
ば
事
で
あ

る。

初
出
行
蔵
院
古
文
書

締
青
森
県
田
名
部
町
玄
徳
寺
所
蔵
写
本
に
よ
る
。
猶
、
封
内
郷
村
誌
は
璃

部
議
審
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
叢
書
本
に
は
天
妃
稿
の
記
事
を
欠
い

て
い
る
。

鴎
こ
の
天
妃
神
社
録
は
現
恋
嬬
荷
神
社
氏
子
総
代
矢
越
喜
一
郎
氏
の
一
朗
歳

に
か
ふ
る
明
治
九
年
の
筆
掌
本
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
一
一
一
部
か
ら
な
り
、

第
一
部
は
筆
者
高
木
重
屈
の
序
文
。
第
二
部
は
清
裕
把
開
に
拠
っ
た
と
見

ら
れ
る
天
妃
の
略
告
と
天
活
の
封
号
を
賜
っ
た
清
朝
に
お
け
る
誤
認
の
模

機
。
第
一
一
一
部
が
一
一
一
河
農
秀
雄
即
ち
管
江
真
澄
が
寛
政
五
年
一
一
一
月
廿
一
一
一
自
に

撰
し
た
天
妃
縁
起
で
あ
っ
て
、
ま
づ
前
段
は
天
詑
娘
牒
伝
を
台
本
と
し
て

制
制
作
さ
れ
た
大
関
捕
に
お
け
る
天
記
の
霊
験
譲
で
あ
り
。
統
く
中
段
に
は

天
妃
顛
聖
録
に
拠
る
天
妃
の
霊
異
伝
説
を
載
せ
、
天
妃
の
我
が
閣
に
配
ら

れ
る
に
一
主
る
経
過
及
び
理
由
を
附
加
え
て
い
る
。
最
後
の
下
段
に
我
が
間

居
者
の
信
仰
で
あ
る
船
霊
の
風
俗
と
そ
の
神
体
で
あ
る
猿
田
葱
神
に
つ
い

て
照
一
悲
し
、
真
穫
の
「
を
る
は
た
の
、
さ
を
な
く
る
き
の
、
い
と
ま
な
み
、

猶
ふ
な
を
さ
や
、
神
の
も
る
ら
ん
」
と
詠
ん
だ
天
妃
の
棋
に
奉
る
和
歌
を

も
っ
て
終
っ
て
い
る
。
議
、
南
部
襲
警
第
九
時
に
収
録
す
る
天
妃
縁
起
は

第
一
一
一
部
上
段
及
び
下
段
に
過
き
ず
、
旦
つ
文
中
に
は
誤
脱
・
誤
植
と
患
わ

れ
る
も
の
が
多
い
が
、
紙
数
の
都
合
上
、
社
議
全
文
を
紹
介
す
る
当
初
の

計
習
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

鍋
吉
田
良
一
博
土
「
百
本
海
運
史
概
説
い
六
五
真
偽
六
六
真
、
一
一
間
頁

i
一
二
一
一
一
一
員
参
賠
。

ω
大
畑
港
の
性
入
村
林
源
肪
の
遺
し
た
「
捺
始
漫
筆
賦
土
年
表
」
中
に
、

例
え
ば
元
文
一
一
一
年
の
条
「
久
宋
宗
治
郎
水
戸
家
入
用
品
科
木
取
組
み
ニ
代
の

年
々
註
来
せ
り
」
な
ど
の
如
く
下
北
地
方
と
常
盤
・
下
総
地
方
と
の
往
来

の
記
録
が
著
し
く
増
加
す
る
の
も
、
こ
の
間
の
事
状
を
物
語
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

備
前
掲
李
献
章
氏
論
文

締
松
罷
筆
記
〈
巻
六
十
)

M
W

磯
擦
問
行
蔵
院
所
載
吉
文
議

紛
失
越
一
部
氏
一
所
載
天
妃
神
社
録
第
一
一
一
部

mw

前
述
の
如
き
水
戸
藩
に
お
け
る
天
妃
排
訴
事
件
を
除
い
て
も
、
例
え
ば

前
倒
向
娘
鰐
出
碑
銘
寄
進
状
の
附
録
に
「
叉
此
ノ
縄
社
ニ
、
宋
ノ
漏
州
林
氏

ノ
女
ヲ
祭
会
セ
シ
来
由
、
碑
文
に
一
併
記
ノ
古
老
之
一
言
ハ
甚
妄
誕
也
」
と
一
広



ぃ
、
更
に
「
サ
テ
今
世
ユ
ハ
、
土
人
等
此
祭
会
セ
シ
興
関
婦
人
ノ
事
イ
ミ

ヲ
知
リ
テ
、
一
冗
ヨ
リ
費
キ
善
良
一
品
縛
ノ
錯
盛
マ
シ
マ
ス
事
ヲ
モ
知
ラ
サ
パ
カ

如
ク
ニ
ナ
リ
来
ヌ
ハ
、
ィ
ト
モ
敷
カ
ジ
キ
事
ナ
リ
」
と
述
べ
て
野
閉
山
の

則
一
神
を
天
妃
一
持
た
る
こ
と
を
否
認
せ
ん
と
す
る
筆
者
の
態
度
に
も
・
水
戸
藩

の
天
妃
排
訴
事
件
に
通
じ
る
国
粋
主
義
的
な
思
想
の
片
鱗
を
窺
い
え
よ

ー‘，

O

F

州
制
!
新
編
常
脇
陣
国
誌
(
巻
上
)
磯
浜
の
条
に
は
コ
克
担
保
七
年
七
月
七
日
波
涛

能
-
一
超
リ
、
地
邦
溺
死
七
百
五
十
六
人
、
此
自
当
村
婦
問
寝
中
ハ
十
一
↓
一
人
出

船
、
然
ル
モ
眠
命
者
一
人
モ
ナ
ジ
、
是
誠
大
洗
明
神
ノ
加
護
ナ
ル
ベ
シ
ト

一
一
ヘ
リ
」
と
記
し
、
天
妃
禍
建
立
後
も
な
お
大
洗
明
神
の
借
一
仰
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
其
後
油
開
蹄
・
船
乗
連
の
信
明
が
天
妃
摘
神

に
集
中
さ
れ
た
事
実
は
既
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
z

昭
和
舟
四
年
十
一
月

亨
対
五
年
十
ニ
月
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崎寸
J

コい
l
一
計
一
部
は
科
学
研
究
費
に
よ
る
調
査
・
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
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